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向性を評価した。ERCP実施者 2945名（年齢中央値 55歳）中 2847名で解析。膵炎病名を含むレセプト
は1375名で、本剤は1238名に処方。膵炎病名が併記されていない1472名のうち、本剤は1083名で処




例で本剤の利用が有意に多かった（オッズ比: 3.48 [95%CI: 2.85-4.25]）。 
今回の研究は、ERCP実施に関連する本剤の処方実態を大規模なリアルワールド・データで示した初めて



































 なお、本学位授与申請者は、令和 2 年 5 月 15 日実施の論文内容とそれに関連し
た研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
